
Ｔ＆Ｄ保険グループの大同生命保険株式会社（社長：北原 睦朗）は、この度、「デジタル

トランスフォーメーション戦略」（以下、ＤＸ戦略）を公表しましたのでお知らせします。

当社では、デジタル技術の進展等の環境変化を捉え、現在の中期経営計画において、デジ

タル技術等の活用によりあらゆる領域での構造改革に取り組んでいます。その一環として、

これまでも医療ビッグデータの活用による保険引受基準の見直しや、ビデオコミュニケー

ション等の活用による営業活動の高度化、ＡＩの支援による医務査定業務の効率化等を推進

してきました。

他方、足元では、コロナ禍を契機に社会・お客さまの価値観が変化し、デジタルシフトが

加速するなど、当社を取り巻く環境は従来以上に大きく変化しており、さらなる企業活動の

進化に取り組む必要があると認識しています。

今般、株式会社Ｔ＆Ｄホールディングスが、グループ全体でのデジタルトランスフォー

メーションの加速に向けて「Ｔ＆Ｄ保険グループデジタルビジョン」を策定したことを受け、

当社においてもＤＸ戦略を公表することといたしました。

詳細は別紙をご参照ください。

当社は、データとデジタル技術の活用を加速・高度化し、企業活動のさらなる進化に取り

組み、お客さまの視点で新たな価値を創出し続ける企業へ変革することで、これからも中小

企業の発展とそこで働く人々のしあわせに貢献してまいります。

２０２１年８月２日

各 位
大 同 生 命 保 険 株 式 会 社

代表取締役社長 北原 睦朗

「デジタルトランスフォーメーション戦略」の公表

～ お客さまの視点で新たな価値を創出し続ける企業への変革 ～

【お問合せ先】 広報課（kouhou@daido‐life.co.jp）

以 上
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37万社

当社は、「経営者保険のパイオニア」として、中小企業のお客さまに生命保険と各種のサービスをお届けする独自の

ビジネスモデルを構築し、「すべてのステークホルダーの満足度（GDH※）の増大」を追求してきました。
※GDH＝Gross Da ido Happ iness

パートナーとの提携により、全国の中小企業の

お客さまに生命保険と各種のサービスをお届けする、

独自のビジネスモデルを構築しています。

経営者保険

取扱い年数

当社

ご契約企業50年 約

ビジネスモデル

ビジネスモデル・経営ビジョン01

私たちは、次の５つの観点から、

“すべてのステークホルダーの満足度（GDH）”の増大を

追求していきます。

経営ビジョン

株主

投資家

コアビジネスの発展と新たな価値の創造を通じて

企業価値の安定的・持続的な向上を目指します

パートナー
提携先や代理店をはじめとするパートナーとの

共存共栄を目指します

従業員
チャレンジ精神を大切にし、すべての従業員が

やりがいをもって働ける企業を目指します

地域社会
公正・誠実な企業活動と地域への貢献を通じて

社会から信認される企業を目指します

お客さま
中小企業のお客さまに「最高の安心」と「最大の満足」を

お届けする生命保険会社を目指します
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経営環境が大きく変化するなか、当社が今後も安定的・持続的な成長を実現するには、

お客さまのニーズや社会環境の変化等を踏まえた企業活動の進化に取り組んでいく必要があります。

当社を取り巻く環境02

経済

社会技術

法

環境

 自然災害の激甚化

 持続可能な社会の

実現に向けた要請

 金融法制度の再編

 新たな規制の導入

 デジタル技術の進展

 スマートデバイスの普及

 医療技術の進歩

 少子高齢化・人口の減少

 多様な働き方の進展

 健康意識の高まり

 消費者行動のデジタルシフト

 低金利環境の長期化

 産業構造の変化

 中小企業の

後継者不足の深刻化

 行政のデジタル化

（デジタル庁の創設等）

 データ流通・活用環境の整備

国・自治体

お客さまのニーズやさまざまな社会環境の変化を踏まえた 企業活動の進化 が必要企業活動の進化
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あらゆる

事業領域での

構造改革

商品・

サービスを

お届けする

力の強化

ＤＸ戦略の位置づけ

• 顧客対応態勢の革新

• 本社事務の抜本改革

• 支社事務の抜本改革販売チャネルの革新

商品・サービスの革新

03

中期経営計画 Go Beyond Daido 2021
～企業保障の新たな時代への挑戦～

データとデジタル技術の活用を加速・高度化ＤＸ戦略

当社は、「中期経営計画」のもとで、企業保障の新たな時代をリードすることを目指して、商品・サービスをお届けする力を

強化するとともに、あらゆる事業領域での構造改革に取り組んでいます。

「ＤＸ戦略」により、データとデジタル技術の活用を加速・高度化し、中期経営計画の各施策を実行していきます。
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データとデジタル技術の活用

ＤＸにより目指す姿

商品・サービスの革新

顧客接点・手続の革新

本社・支社事務の革新

お客さまを深く理解

お客さまの視点で

新たな価値を創出し続ける

企業への変革

「デジタルの接点」を拡充し

お客さまとの関係を強化

「リアルの接点」を

デジタル技術で高度化

お客さま “一社・ひとり” に
ていねいに向き合う

変化に柔軟に対応し、
大胆に挑戦する

大同生命におけるＤＸ

当社がこれまで培ってきた「リアルの接点」をデジタル技術で高度化するとともに、「デジタルの接点」を拡充し、お客さまを

より深く理解することで、お客さまの視点で新たな価値を創出し続ける企業への変革を目指します。

これらの取組みを通じて、これからも中小企業の発展とそこで働く人々のしあわせに貢献していきます。

04

中小企業の発展とそこで働く人々のしあわせに貢献
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商品開発や

保険引受基準の高度化

• より多くのお客さまにご加入いただけるよう、医療ビッグ

データ等の活用による引受基準の見直し等に取り組んで

きました。さらなる見直しや新たな保険商品の開発のた

め、今後もデータ活用等に取り組みます。

新たな技術の活用による

さらなる利便性向上への取組み

• デジタル通貨やブロックチェーン技術など、新たな技術

の生命保険業務への応用を検討します。

ＤＸへの取組み05 商品・サービスの革新

「健康経営」の普及推進、

「人々の健康で豊かな社会づくり」

• 独自の健康経営推進プログラム 「KENCO SUPPORT 

PROGRAM」のさらなる機能拡充等により、「健康経営®」

の普及推進に取り組みます。

• ウェアラブル端末やＰＨＲサービスとの連携により、

人々の健康向上に貢献する商品・サービスの提供を

目指します。

※ PHRサービス（Persona l  Hea l th Record）とは、日々の体重・血圧や

血糖値などをスマートフォンアプリ等に記録することで、生活習慣病等

の改善・重症化予防につなげるための仕組み。

※ 「健康経営®」は特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

• 当社は、会社経営やビジネスに役立つ情報・サービス

の提供を通じて、経営者の皆様をサポートしています。

さらなるテクノロジーの活用やパートナーとの協業により、

中小企業の発展により一層貢献していきます。

生命保険の枠を超えて、

企業経営をサポート
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• 当社では、ビデオコミュニケーションやシェアオフィスの

活用等の環境を整備し、お客さまのニーズに応じて、

遠隔でも営業活動が行える態勢を構築してきました。

今後も、お客さまのニーズに沿った活動が行えるよう、

環境変化も踏まえてさらなる環境整備に取り組みます。

• お客さまのスマートフォンやパソコンで手続が完結できる

「つながる手続」や、医師による診査をオンラインで受け

られる「リモート診査」など、すべての保険手続の非対面

化を推進していきます。

ＤＸへの取組み

• 当社は、お客さまの声や第三者機関の意見を踏まえ、

分かりやすい手続の提供を目指しています。今後も、

よりよい顧客体験を追求していきます。

「つながる手続」の第一弾として、「保険加入のリモート手続」を

2020年9月に開始しました。法人向けの保険契約で、契約者と

被保険者が異なる場合のリモート手続が可能となるのは業界初

です。今後、保険金・給付金のご請求など、対象の手続を順次

拡大していきます。

• 当社では、お客さまのニーズ把握に努め、環境変化に

応じた保障内容の見直し等に取り組んでいます。

多様な商品・サービスの中からお客さま一人ひとりに

最適なご提案ができるよう、ＡＩ等の活用により、営業

活動のさらなる高度化を図ります。

お客さまのニーズに基づいた、

最適な商品・サービスの提案

いつでも・どこでも、

簡単・便利な手続

05 顧客接点・手続の革新

• お客さまの負担軽減や迅速なお支払いのため、手続

の簡素化に取り組んできました。医療機関や行政等と

の連携により、さらなる迅速化・負担軽減を図ります。
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ＤＸへの取組み

• 高い専門知識や豊富な経験を必要とするため、一律の

ルール化が困難な査定業務においても、ＡＩが人的判断

を支援する態勢を構築し、さらなる効率化・高度化を図

ります。

• オンライン会議やビジネスチャットの導入、印鑑レスの

推進など、出社を前提としない新たな働き方を支える

インフラを拡充します。

2019年4月より、入院給付金の支払査定において、担当者を支援

するＡＩを導入し、迅速なお支払いにつなげているほか、2020年4月

より、保険契約の引受可否や契約条件の有無を判断する医務査定

において、査定結果の予測等により担当者を支援する独自のＡＩモデ

ルを導入し、業界初となるビジネスモデル特許を取得しました。

• テクノロジーを活用し、内部処理のさらなる効率化や、

生産性向上を追求します。

（ＡＩ-ＯＣＲによる入力業務の省力化や、

ＲＰＡによる定型業務の自動化、

チャットボットによる照会回答業務の自動化など）
当社では、2014年4月に在宅勤務制度を導入し、2018年10月

にサテライトオフィスを開設する等、継続的に環境整備に取り組ん

できました。

2020年4月からは、保険金支払査定担当者やコールセンターの

オペレーターなど、従来はテレワークが困難であった職種にも在

宅勤務を拡大しています。

• 東京と大阪にある本社でしか従事できなかった業務を

地方在住の従業員が行える「どこでも本社」制度など、

時間と場所にとらわれない柔軟な働き方を推進します。

内部処理の

効率化・高度化の追求
多様で柔軟な働き方の実現

05 本社・支社事務の革新
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株主・投資家
大同生命の企業価値の

安定的・持続的な向上

パートナー
協業により

ビジネスを拡大し

大同生命と共存共栄

大同生命のＤＸがもたらす効果

地域・社会
中小企業の発展による

地域社会の発展と活性化

ＤＸ戦略を推進し、お客さま視点で新たな価値を創出し続ける企業への変革を通じて、

「すべてのステークホルダーの満足度（GDH）の増大」を追求していきます。

従業員
新たな価値を創造し、

お客さまに的確にお届け

することでやりがいを実感

お客さま
中小企業の発展とそこで働く人々のしあわせに貢献

お客さまの視点で新たな価値を

創出し続ける企業への変革

06

ＤＸ戦略の推進
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ＤＸを支える態勢

ＤＸ戦略を効果的に推進するため、人材育成や外部連携の強化など、ＤＸ推進態勢を整備します。

07

• ビジネス部門でＤＸを担う人材の育成

• データサイエンティスト等、デジタル技術に

精通したスペシャリスト人材の育成

ＤＸ人材の育成

• クラウドを活用し、外部と迅速に接続でき、変化に柔軟に

対応できる環境（デジタルプラットフォーム）を構築

• 全社データ利活用を推進するルールの策定など、

データマネジメントの態勢を整備

デジタル技術活用環境の整備

• 外部との協業によるオープンイノベーション、

新たな商品・サービスの開発を推進

• ベンチャーキャピタルファンドへの出資等を通じた

先端技術の調査・研究、スタートアップ企業等との協業

外部との協業

• ＤＸ戦略の達成度を評価する指標として「お客さま満足度」を設定

• ＤＸ戦略の進捗を確認する指標として「デジタル手続数」等を設定

• 各指標を定期的に確認し、継続的に改善

成果指標の設定
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組織体制

2021年4月に新設された共創戦略部が、統括部門としてＤＸ戦略の策定や推進態勢の整備等を担い、

システム部門の支援のもとで、各部門が個別のＤＸ施策を実行します。

ＤＸ施策
推進支援

システム面
の施策支援

取締役会

社長

各種委員会経営執行会議

Ｔ＆Ｄホールディングス グループ全体でのＤＸ推進を加速

08

• ＤＸ戦略に基づき、
個別のＤＸ施策を実行

全部門

• ＤＸ戦略の策定
• 全社データ利活用の推進
• ＤＸ推進態勢の整備
• 外部との連携、協業

共創戦略部

• システム基盤整備
• ＤＸ施策の実現のための

システム開発、データ分析

システム部門

（ナレッジ共有や個社施策の横展開等）
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